
平成 28 年 4 月 

北海道による地震被害想定の公表について 

 

○経緯 

北海道では、減災目標の検討に際し、地震・津波に伴う詳細な被害想定調査を平成 24年度か

ら振興局単位で進めており、各調査年度における算定結果を順次、公表しています。 

これまで、危険度が高い太平洋沿岸（平成 26 年 3 月：十勝・釧路・根室、平成 27 年 2 月：渡

島・胆振・日高）の被害想定結果が公表されており、平成 28年 3月 28日に、日本海沿岸の檜山・

後志・石狩・留萌の公表となりました。 

 

○発表内容 

石狩市の被害の最大値は下表のとおりです。 

ただし、被害は地震の原因となる断層、発生する季節や時間など、設定条件により異なります。 

 

西札幌背斜に関連する断層の地震が発生した場合 

    最大震度： 旧石狩市域 6.6、厚田区 5.7、浜益区 4.8 

被害 死者（人） 重傷者（人） 軽傷者（人） 全壊（棟） 避難者（人） 

数量 20 53 559 945 14,987 

地震発生の季節・時間 冬期・朝方 冬期・朝方 冬期・朝方 冬期 冬期・夕方 

  （設定条件） 

 被害想定は、雪による影響、室内にいる時間帯などを考慮し、３つのパターンで被害を想

定しています 

① 冬期の早朝５時 

 ⇒ 積雪の影響があり、住宅内に最も人がいるため、人的被害が最大となる 

② 夏期の昼１２時 

 ⇒ 積雪の影響はなく、住宅内に最も人が少ないため、建物・人的被害が最小となる 

③ 冬期の夕方１８時 

 ⇒ 積雪の影響があり、火気の使用が多いため、建物被害が最大となる 

 被害想定は、檜山・後志・石狩・留萌管内を対象として、これらの地区に影響のある 22 地

震 49断層モデルを選定しています（裏面の「別図」） 

 石狩市の被害想定は、市内全体を「旧石狩市域」、「厚田区」、「浜益区」の３つに分け、

各々の地域に最も被害が大きくなる断層モデルから算出しています 

 

○今後の対応について 

被害の原因となる断層の理解を進め、設定条件や現行計画による被害想定値と差が大きい事

項について検証を進めるとともに、地域防災計画及び地区防災ガイドへの適切な反映に努めま

す。 

 

※一例として、避難者数を比較すると、現計画値（裏面の「（参考）現計画について」）では 2,789 人（旧石狩市

域）ですが、公表値では、14,987人（内訳：旧石狩市域 14,960人、厚田区 27人、浜益区 1人未満）と差が

大きくなっています。公表された避難者数の想定には、建物の倒壊など住宅を失うことで発生するほか、ライ

フラインの途絶により発生する数も含まれております。 



○（別図）北海道が被害想定に検討した 22地震 49断層モデル 

 

○（参考）現計画について 

現計画の地震被害想定については、平成 12 年度に「石狩市における地震被害想定調査」（旧

石狩市域のみ）によるものです。 

 
地震想定による被害状況 

 
（石狩市地域防災計画 資料編（Ⅰ-35 ページ） 

過去に石狩湾で発生した石狩地震（1834年）を震源域とし、

災害を想定する。地震の規模は、マグニチュード 6.75。地震

発生は冬の 17時から 19時。 


